
宣 言 日 令和5年9月22日

住 所 八潮市緑町1-31-13

県 内 企 業 等 の 名 称 有限会社斉藤重機

代表者役職 氏名 代表取締役 齋藤恵太

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

早帰りweek、早帰りdayを心掛けるなど
し、従業員一人辺りの月単位平均時間外労
働時間を減らす。
＜（現状値）2022年の数値＞
平均時間外労働時間：30時間/月

＜2030年に向けた指標＞

2022年比　30%削減(21時間/月)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2022年比　10%削減(27時間/月)

社会貢献活動の一環として、地元のお祭り
に積極的に参加し、地域活動に貢献する。
＜（現状値）2022年の数値＞
地元祭りへの参加：1回/年・参加人数3人

＜2030年に向けた指標＞

３回/年・参加人数15人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2回/年・参加人数8人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①55,800枚/年　②34,200kwh/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①57,000枚/年　②34,920kwh/年

環境への配慮のため、コピー用紙の使用枚
数を減らす。また節約に取組むことで電力
使用量を減らす。
＜（現状値）2022年の数値＞
①コピー用紙使用枚数：60,000枚/年
②エネルギー使用量:36,000kwh/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は安心・安全・安価の３つのポリシーのもと、課題に挑戦し、地域社会の発展に貢献しています。
地域に根づく解体工事業者として、社員一人ひとりが積極的に、また誠実に事業活動に取り組むこと
で、SDGｓの達成に貢献していきます。

有限会社斉藤重機

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


